
マイクロSSPの解析

株式会社ベリタス



以下の手順で設定します
Utilities＞Molecular Product Configuration＞ Molecular Analysis Configuration

日本人フィルタの設定
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製品の種類

User: 1
Pass:1

フィルタ―名：verXX_Japanese_20XX



• TOP画面からSSPのアイコンをクリックします

• 画面左上の「Batch Entry」のボタンをクリックします。

マイクロSSPの解析
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マイクロSSPの解析

4

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①測定した Kitの Locus、カタロ
グファイルを選択します。 

②Sesion、Test Dateは自動で入
力されます。自分で入力すること
も可能です。 

③Sample Nameを入力し、Next
をクリックします。 

① ② ③ 

入力例

 

③ 

以下の項目(*がついている箇所)を入力します。

＊ゲルイメージを選択することで、写真を取り込むこと
もできます



解析画面に移行し、泳動結果を入力します。

マイクロSSPの解析
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判定結果 

入力欄 

SSP 泳動結果 



バンドパターンを入力し、 をクリックすると解析結果が表
示されます。
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マイクロSSPの解析

①アリルペア（4～8桁）

②アリル情報 ③血清型

青X：検体が反応したビーズ
黒X：アレルごとのビーズ反応



7

Fusionの機能

• Well 情報の確認

– 黒枠内、各ウェルにカーソルを合わせるとWell情報、Base Pairサイズ
の確認ができます

– Well Infoをクリックし、確認するウェルを選択



• アレル検索

例）B*54：04を調べる場合・・・
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Fusionの機能

青X：検体が反応したビーズ
黒X：アレルごとのビーズ反応

1Gのみが反応していると、A*02:10、 A*02:101:01…（略）となる



• フィルターの切り替え
– Configから変更可能です。
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Fusionの機能



Fusionの機能
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• 機能紹介（その他一覧）



レポートの作製

• Report→MicroSSP→Custom SSP Reportをク
リックします
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レポートの作製

• Setupをクリックし、レポートの出力条件を設
定します。
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レポートの作製

• (参考)おすすめ設定
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レポートの作製

• View Reportから、ファイルのエクスポートおよ
び印刷をすることができます。
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プリントアウト、名

前を付けて保存が可

能です。 

ページ移動、ページ数 

2で設定した項目が表示されます。 



• 解析に用いる設定を変更できます。
Utilities＞Molecular Product Configuration＞ Molecular Analysis Configuration

• フィルターの指定等で使いま
す。

Fusionの操作方法 －マイクロSSP－
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製品の種類

偽陽性/偽陰性の反応をいくつまで受け入れるか

フィルターの種類

フィルタリングした結果をどこまで表示させるか



解析補足 マイクロSSP JPNで検出可能な抗原型

A B C DR DQ
A1 B5 B49(21) Cw1 DR1 DQ1
A2 B7 B50(21) Cw2 DR103 DQ2
A203 B703 B51(5) Cw3 DR2 DQ3
A210 B8 B5102 Cw4 DR3 DQ4
A3 B12 B5103 Cw5 DR4 DQ5(1)
A9 B13 B52(5) Cw6 DR5 DQ6(1)
A10 B14 B53 Cw7 DR6 DQ7(3)
A11 B15 B54(22) Cw8 DR7 DQ8(3)

A19 B16 B55(22) Cw9(w3) DR8 DQ9(3)

A23(9) B17 B56(22) Cw10(w3) DR9
A24(9) B18 B57(17) C*11 DR10
A2403 B21 B58(17) C*12 DR11(5)
A25(10) B22 B59 C*13 DR12(5)
A26(10) B27 B60(40) C*14 DR13(6)
A28 B2708 B61(40) C*15 DR14(6)
A29(19) B35 B62(15) C*16 DR1403
A30(19) B37 B63(15) C*17 DR1404
A31(19) B38(16) B64(14) C*18 DR15(2)
A32(19) B39(16) B65(14) DR16(2)
A33(19) B3901 B67 DR17(3)
A34(10) B3902 B70 DR18(3)
A36 B40 B71(70)
A43 B4005 B72(70) DR51
A66(10) B41 B73 DR52
A68(28) B42 B75(15) DR53
A69(28) B44(12) B76(15)
A74(19) B45(12) B77(15)
A80 B46 B78

B47 B81
B48 B82

Bw4
Bw6

現在のHLA抗原
の種類

日本人では報告がない抗原

検出できない抗原：
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